
登 山 計 画 書 / 報 告 書 

オレンジハイキングクラブ(技研部/山行部/自然保護部/ひまわり/事務局)   2017 年 3月 16 日 

山 域 

山 名 
岩石山(454m 添田) 

実施日 2017/3/30(木) 天候 責 任 者 ( C L ) 中里 

報告日 2017/4/30(木)  計画者(報告者) 鎗水 

行     

程 

1班：西諌早6:30～添田公園9:00/9:13～添田公園登山口9:19～9:39人面石～三の滝～二の滝～一の滝 

～10:10針の耳～10:27天狗岩～10:36本丸跡～10:40/10:45岩石山岩石山～11:03/11:19国見岩 

～11:20八畳岩～11:44/11:49針の耳～11:55岩石不動明王～12:00赤村登山口 

⇒12:05バスで添田公園～12:16不動池(12:30/13:00昼食) 

2班：9:30赤村P～9:45赤村登山口～9:50岩石不動明王～10:00針の耳～10:35八畳岩～国見岩 

   ～10:40/10:45岩石山～11:05奥の院～11:50林道出会～12:30不動池(12:30/13:00昼食) 

13:00/13:20添田道の駅～13:40～14:00：英彦山石楠花の湯へ移動～14:00/15:00石楠花の湯 

～17:30諫早着 

＊出来るだけエスケープルートも計画しておく／報告書では実績時刻に修正して提出の事) 

No 氏  名 班 役割 乗 車 No 氏  名 班 役割 乗 車 

1 鎗水律夫 1 1PL 西諫早 11 中里利行 2 2PL 諫早 R 

2 工藤学 1 1SL 西諫早 12 國分徳子 2 2SL 太刀洗 

3 坂本三枝子 1 会計 諫早 R 13 中野美津子 2 救護 西諫早 

4 松岡正樹 1 救助 西諫早 14 川原慶紀 2 救助 西諫早 

5 中須賀孝正 1  西諫早 15 田村満子 2 会計 西諫早 

6 田中静香 1  西諫早 16 川内美智子 2  諫早 R 

7 山下ちず子 1  西諫早 17 中村かずえ 2  諫早 R 

8     18 中村時子(一般) 2  西諫早 

9     19     

10     20     

携 

帯 
品 

地  図 1/2.5 万  団体装備 ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ、救急薬 

個人装備 

ﾊｲｷﾝｸﾞ A,B,C による 
弁当､行動食､非常食､水分 
地形図･ｺﾝﾊﾟｽ､ﾚｽｷｭｰｶｰﾄﾞ､保険
証ｺﾋﾟｰ､労山会員証､携帯電話 

参 加 費 \ 3,500(    -    -    ) 

温  泉 
しゃくなげ荘 600(15 名団体 480) 

70 才以上 300､証明書要) 

交  通 平尾観光(0957-63-2653) 

留守本部 
兵庫芳隆 
(0957-26-0470/080-6401-9464) 

経 

費 

明 

細 

収入 
3,500×13=45,500 
3,700× 1= 3,700(中村時子) 
1,500× 1= 1,500(國分) 
計：50,700 
支出 
車両､運転､燃料代： 
高速代：4,100×2 
寸志 ：2,000 

以上込みで 48,000 
資料代：300 

登山概要(概念図などは別紙とする) 
岩石山は適度の山登りと奇岩や景観を楽しめる山である。 
１班７名は添田公園から登山。岩や滝沿いを縫いながら急登。
滝は殆ど水流なし、途中奇岩も多く面白い。 
2 班 8 名は下りが楽なように赤村登山口から登り、途中同様に
奇岩を楽しみながら山頂で 1班と一旦合流した。 
いずれも登山道は整備されているので、危険な所はない。 
残念ながら、桜は殆どつぼみであった。 

問題点･反省点 
2 コースに分け、ゆっくり組でも左程無理なく登れるように計
画した点は良かったが、いずれにしても体力･脚力を鍛えてお
くことが必要と感じた面もあった。 

差額：2,400 

＊計画者は事務局長､責任者､留守本部者に計画書を事前に提出の事。また参加者にも極力事前に渡して置く事。 

＊会計は氏名欄にチェックを付けて出欠と入金を確認し､極力経費明細を帰着するまでに記入し計画者に渡す。 

＊計画者は実績行程＆太枠内を追記し､報告書として事務局長と責任者に提出する(PC での報告が望ましい)。 

様式 A 


